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育苗期の殺虫剤散布が
タイリクヒメハナカメムシに与える影響

高知県の施設ナス、ピーマン類では、ア
ザミウマ類の防除にタイリクヒメハナカメ
ムシ（以下、タイリク；写真）が広く利用
されています。最近では、アザミウマ類を
早くから抑えるために、タイリクをできる
だけ早期に放飼する傾向が見られます。し
かし、育苗期における殺虫剤の使用がタイ
リクの定着に及ぼす影響についてはほとん
ど明らかにされていません。そのため、タ
イリクの放飼が遅れたり、うまく定着しな
いことがあります。

そこで、育苗中のシシトウ、ピーマンお
よびナスに殺虫剤を散布し、タイリク幼虫
に対して影響がなくなるまでの日数を調査

しました。
その結果、アドマイヤー顆粒水和剤、ア

クタラ顆粒水溶剤、アーデント水和剤では
影響がなくなるまでに３～８週間もかかる
ことが明らかになりました。一方、アファー
ム乳剤とスピノエース顆粒水和剤では３週
間以下と比較的短く、特にピーマンとナス
におけるスピノエース顆粒水和剤は１週間
で影響が見られなくなりました（表）。

今後も引き続き、タイリクに対する殺虫
剤の影響について調べるとともに、施設ナ
スで広く利用されているタバコカスミカメ
に対する影響についても調べる予定です。

（昆虫担当　中石一英　088─863─4915）

表　タイリクヒメハナカメムシ幼虫に対して影響がなくなるまでの日数
薬　剤　名 希釈倍率 シシトウ ピーマン ナス

アドマイヤー顆粒水和剤 5,000倍 42日 29日 21日

アクタラ顆粒水溶剤 3,000倍 56日 42日 29日

アーデント水和剤 1,000倍 42日 56日 29日

アファーム乳剤 2,000倍 14日 14日 21日

スピノエース顆粒水和剤 2,500倍 － 7日 7日

スピノエース顆粒水和剤 20,000倍 21日 － －

注1）      ㈱アグリ総研で継代飼育しているタイリクヒメハナカメムシ2 ～ 4齢幼虫を供試した。 2） 品種：シシトウ；土佐じしビュー
ティー、ピーマン；トサヒメ R、ナス；土佐鷹　3） 処理方法：鉢上げ後に、クミテン5,000倍を加用した各薬剤を350mℓ
／ 20株散布した。 4） 調査方法：散布7日後から概ね１週間隔で調査を行い、タイリク幼虫の各薬剤に対する補正死虫率
を調べた。調査は薬剤の影響が見られなくなった時点（補正死虫率＜10%）で打ち切った。 5） －は未実施。 
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